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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人ビジ

ネス機械・情報システム産業協会（JBMIA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案

を具して日本工業規格を改正すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が

改正した日本工業規格である。 

これによって，JIS X 6302-2:2005 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS X 6302 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS X 6302-1 第 1 部：エンボス 

JIS X 6302-2 第 2 部：磁気ストライプ－低保磁力 

JIS X 6302-6 第 6 部：磁気ストライプ－高保磁力 

JIS X 6302-9 第 9 部：触ってカードを区別するための凸記号 
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日本工業規格          JIS 
 X 6302-2：2016 
 

識別カード－記録技術－ 

第 2 部：磁気ストライプ－低保磁力 

Identification cards-Recording technique- 

Part 2: Magnetic stripe-Low coercivity 

 

序文 

この規格は，2014 年に第 4 版として発行された ISO/IEC 7811-2 を基とし，我が国で普及しているおも

て面に磁気ストライプがある識別カードの磁気ストライプの特性，符号化技術などの規定を追加し，技術

的内容を変更して作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。変更の一

覧表をその説明を付けて，附属書 JB に示す。また，附属書 JA は対応国際規格にはない事項である。 

 

1 適用範囲 

この規格は，ここで定義する識別カード（以下，ID カード又は単にカードという。）の国際的な互換性

のためのカードの用法について規定する。 

この規格は，カードに設けられている低保磁力の磁気ストライプ（あらゆる保護層を含む。）が満たすべ

き要件，記録方式及び文字集合について規定する。それは，人的要素及び機器的要素の双方を勘案した上

での最低限の要件である。 

保磁力は，この規格で規定する多くの項目に強い影響を与えるものであるが，それ自体は規定していな

い。附属書 JA のタイプだけは，保磁力を規定している。 

カードを磁界にばく（曝）露すると，記録データの破壊につながるおそれがある。 

カードが満たすべき基準を規定することが，この一連の規格の目的である。返却カードの場合でも，試

験に先立ってカードがどの程度使われた後であるかについては，この規格では考慮しない。規格の基準に

不適合の場合は，関係する組織と協議する。 

この規格で規定するパラメータに対する供試カードなどの試験方法は，JIS X 6305-2 で規定している。 

注記 1 この規格において，SI 単位及び／又はヤード・ポンド法の数値は四捨五入しているため，数

値自体は一致しているが，相互では正確に等しくない場合がある。いずれの単位も使用可能

だが，両単位を混在又は再変換することは意図していない。対応国際規格は，ヤード・ポン

ド法を用いて作成されている。 

注記 2 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO/IEC 7811-2:2014，Identification cards－Recording technique－Part 2: Magnetic stripe－Low 

coercivity（MOD） 

なお，対応の程度を表す記号“MOD”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“修正している”

ことを示す。 


